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平　成　２７　年　度　　自　己　評　価　表　　
鳥取県立岩美高等学校

中長期目
標

（学校ビ
ジョン）

　岩美高生としての誇りと自覚を持ち、何事にも
　「誠実」に対応でき、他者と「協働」して物事
　に取り組み、夢に向かって「果敢」に挑戦する
　人間を育成する。

今年度の
重点目標

１．キャリア教育を推進し、自らの将来について主体的に考える力を養う。

２．部活動を振興し、健康で心身のバランスのとれた人間の育成に努める。

３．生徒が主体的な学びに喜びを見出し、解決する力、伝える力を身に付けさせる。

４．地域と連携した学校づくりに向けて、一層の充実に努める。

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　（   ）月 総合

評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 改善方策 評価

１．進路
指導の充
実

○キャリア
教育の充実

○自己肯定感が低く自分に自信
が持てない生徒が多い。自己の
進路について積極的に関わろう
とする意欲に乏しい。

○自己を理解し、自らの将来につ
いて主体的に考える力を身につけ
ている。

○「ｼﾞｵﾊﾟｰｸ２」や「総合的な学習
の時間」を活用し、基礎的汎用的能
力の育成を目安としたキャリア教育
に取り組む。

○携帯電話等による小さなﾄﾗﾌﾞ
ﾙが起きている。友人とのﾒｰﾙの
やり取りで不安感等を感じる生
徒も多い。

○携帯電話等に頼らず自分で考
え、直接話をすることの重要さを
知っている。
○携帯電話などの使用ﾏﾅｰが身に
ついている。

○生徒会主催のｹｰﾀｲ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾏﾅｰ研
修会等の取組を充実させる。

○進路実現
のための系
統的な指導
方法の充実

○進路実現100％を裏打する安
定した指導方法が確立・定着し
つつある。

○進路実現に向けて適切な時期に
進路学習が行われ、進路実現に結
びついている
進路実現100%､2年次末までの進路
希望未決定者10%以下。

○進路面談や進路ｾﾐﾅｰなどの進路学
習を各学年団との連携により強化
し、3年間を見通した系統的な指導
方法へと深化させる。
〇個別面談の充実と1ｸﾗｽ複数体制の
確立。

２．生徒
指導の充
実

○基本的生
活習慣とマ
ナーの定着

○頭髪服装再検査者数は減少し
ているが、０にはならない。再
検査者数は下学年で多い傾向が
ある。

○挨拶、返事、服装等のﾏﾅｰと基
本的生活習慣が身に付いており、
規範意識を持っている。
〇再検査者数は、1ｸﾗｽ平均3人以
内にする。

○全校朝会や頭髪服装検査の実施に
よる校則の徹底指導と、全職員によ
る日常的なきめ細やかな指導を充実
させる。

○豊かな人
間関係づく
りの推進。

○生徒会活
動の充実

○部活動加入率は全校で99.1％
で、ほぼ達成できている。

○部活動全員加入を継続し部活動
をとおして忍耐力や礼儀の向上に
つながっている。
○生徒の自主的なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動や
美化活動が行われている。

○部活動全員加入を推進する。
○生徒主体のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動や美化活
動を推進する。

３．学習
指導の充
実

○学習指導
の改善

○生徒の実態を踏まえた授業の
工夫がなされているが、苦手意
識がぬぐいきれず学ぶ意欲に乏
しい生徒が多い。

○授業をとおして生徒自身が成長
していることを実感し、学ぶ喜び
を感じている。

○生徒が主体的・協働的に学ぶ授業
の実践を促進する。
○公開授業や研究授業月間を活用し
て、学習指導のあり方についての情
報を共有する。

○基礎学力
の向上

〇ｲﾜｯﾂ検定初級合格率は、1年
で4教科中3教科が50%未満であ
る。
○家庭学習時間は平日30分未満
が58%であり、家庭学習は習慣
になっているとは言えない。

〇ｲﾜｯﾂ検定初級合格率を1年末で
40%､2年末で60%に近づけ、3年末
で100%を達成する。
○１日１時間以上の家庭学習が習
慣化されている。

○ﾘｽﾀｰﾄ学習・ｲﾜｯﾂ検定の進捗状況
を検証し、活用を促進する。
○学年団と教科担当との連携を密に
する。

４．開か
れた学校
づくりの
充実

○地域と連
携した学校
づくりの推
進

○「ｼﾞｵﾊﾟｰｸ1」での学習をとお
して、岩美町の関係者や専門家
の協力を得た学習が展開でき
た。生徒の側からの働きかけや
発信は不十分である。

○文部科学省指定の研究活動をと
おして、地域と連携した学習活動
を開発し、地域に密着した学校と
しての学習ｶﾘｷｭﾗﾑを編成する。

○「ｼﾞｵﾊﾟｰｸ２」での活動におい
て、地域連携の方策を研究する。
○ジオ研究推進委員会や研究開発運
営指導委員会をとおして、学校全体
および専門家や岩美町の方からの意
見を活用する。


